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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓管部と、
　前記可撓管部の先端部に接続され、湾曲作動される湾曲部と、
　前記湾曲部及び前記可撓管部に挿通され、進退操作されて前記湾曲部を湾曲作動させる
操作ワイヤと、
　前記操作ワイヤの先端側が挿通され、一部分が前記湾曲部に固定され、基端部が非固定
状態とされて、弾性を有する先端側ワイヤガイドと、
　前記操作ワイヤの基端側が挿通され、先端部が前記可撓管部に固定されている基端側ワ
イヤガイドと、
　前記先端側ワイヤガイドの基端部に設けられている先端側当接部と、
　前記基端側ワイヤガイドの先端部に設けられ、前記操作ワイヤが後退されて前記湾曲部
が湾曲される場合に前記先端側当接部に当接される基端側当接部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡挿入部。
【請求項２】
　前記先端側当接部及び基端側当接部は、夫々、前記操作ワイヤの長手方向に略直交し互
いに当接される先端側平面部及び基端側平面部により形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡挿入部。
【請求項３】
　前記先端側当接部及び基端側当接部は、互いに係合されることにより、当接時に相対的
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なずれが生じることを防止する先端側係合部及び基端側係合部により形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡挿入部。
【請求項４】
　前記先端側当接部及び基端側当接部の少なくとも一方の当接部は、半田あるいは接着剤
を用いて形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡挿入部。
【請求項５】
　前記先端側当接部及び基端側当接部の少なくとも一方の当接部は、前記ワイヤガイドの
端部に当接部材を設けることにより形成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡挿入部。
【請求項６】
　前記先端側当接部及び基端側当接部は、互いに係合可能な凸状部及び凹状部により形成
されている、
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡挿入部。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の内視鏡挿入部を具備することを特徴とする内視
鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、湾曲作動される湾曲部を有する内視鏡挿入部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部は、先端硬質部と、湾曲作動される湾曲部と、長尺の可撓管部とを先端
側から順に連結することにより形成されている。そして、挿入部には、進退操作されて湾
曲部を湾曲作動させる操作ワイヤが挿通されている。操作ワイヤは、少なくとも可撓管部
においてワイヤガイドに挿通されており、操作ワイヤと内蔵物との摩擦による内蔵物の損
傷を防止している。
【０００３】
　特許文献１の内視鏡では、可撓管部から湾曲部内へとワイヤガイドが延長されており、
ワイヤガイドの先端部は湾曲部において固定されている。操作ワイヤを後退させて湾曲部
を湾曲させる場合には、ワイヤガイドは突っ張り棒として機能して、湾曲部の湾曲を規制
する。即ち、湾曲部において、ワイヤガイドの配置されている部分では湾曲が生じず、ワ
イヤガイドの配置されていない部分で湾曲が生じるようになっている。
【特許文献１】特開２００６－６８３９３号公報
【特許文献２】特開平６－３０８９２号公報
【特許文献３】特開平１０－５１７２号公報
【特許文献４】特開平８－２４３１６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の内視鏡挿入部では、ワイヤガイドは、突っ張り棒として機能するように挿
入部内に押込まれている。このため、ワイヤガイドにおいて押込みに対する反発力が生じ
ることとなり、この反発力によって湾曲部に不必要な湾曲が生じてしまう可能性がある。
このような湾曲は、ワイヤガイドを可撓管部の先端部において固定することにより防止す
ることが可能である。しかしながら、ワイヤガイドを湾曲部と可撓管部とにおいて固定す
ると、湾曲部を湾曲した際に、両固定部分を両端としてワイヤガイドが湾曲部の弧形状に
対して弦形状をなすように湾曲部の中心軸に向かって移動され、挿入部の内蔵物を押し潰
してしまう可能性がある。
【０００５】
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　本発明は、上記課題に着目してなされたもので、その目的とするところは、必要かつ適
切な湾曲作動が可能となると共に内蔵物の損傷が防止されている内視鏡挿入部を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１実施態様の内視鏡挿入部は、可撓管部と、前記可撓管部の先端部に接続さ
れ、湾曲作動される湾曲部と、前記湾曲部及び前記可撓管部に挿通され、進退操作されて
前記湾曲部を湾曲作動させる操作ワイヤと、前記操作ワイヤの先端側が挿通され、一部分
が前記湾曲部に固定され、基端部が非固定状態とされて、弾性を有する先端側ワイヤガイ
ドと、前記操作ワイヤの基端側が挿通され、先端部が前記可撓管部に固定されている基端
側ワイヤガイドと、前記先端側ワイヤガイドの基端部に設けられている先端側当接部と、
前記基端側ワイヤガイドの先端部に設けられ、前記操作ワイヤが後退されて前記湾曲部が
湾曲される場合に前記先端側当接部に当接される基端側当接部と、を具備することを特徴
とする。
【０００７】
　本発明の第２実施態様の内視鏡挿入部は、第１実施態様の内視鏡挿入部において、前記
先端側当接部及び基端側当接部は、夫々、前記操作ワイヤの長手方向に略直交し互いに当
接される先端側平面部及び基端側平面部により形成されている、ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の第３実施態様の内視鏡挿入部は、第１実施態様の内視鏡挿入部において、前記
先端側当接部及び基端側当接部は、互いに係合されることにより、当接時に相対的なずれ
が生じることを防止する先端側係合部及び基端側係合部により形成されている、ことを特
徴とする。
【０００９】
　本発明の第４実施態様の内視鏡挿入部は、第１実施態様の内視鏡挿入部において、前記
先端側当接部及び基端側当接部の少なくとも一方の当接部は、半田あるいは接着剤を用い
て形成されている、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の第５実施態様の内視鏡挿入部は、第１実施態様の内視鏡挿入部において、前記
先端側当接部及び基端側当接部の少なくとも一方の当接部は、前記ワイヤガイドの端部に
当接部材を設けることにより形成されている、ことを特徴とする。
　本発明の第６実施態様の内視鏡挿入部は、第３実施態様の内視鏡挿入部において、前記
先端側当接部及び基端側当接部は、互いに係合可能な凸状部及び凹状部により形成されて
いる、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の第１実施態様の内視鏡挿入部では、操作ワイヤを後退させて湾曲部を湾曲させ
る場合には、先端側当接部及び基端側当接部が互いに当接され、先端側ワイガイドが突っ
張り棒として機能して湾曲部の湾曲を規制する。また、操作ワイヤが前進される場合には
、先端側ワイヤガイドは、基端側ワイヤガイドに引っ張られることなく、その固定部分の
移動に追従して移動されるため、先端側ワイガイドが湾曲部の中心軸に向かって移動され
ることが防止される。さらに、先端側ワイヤガイドは、挿入部内に押込まれるような形態
となっておらず、先端側ワイヤガイドに生じる押し込みに対する反発力によって湾曲部に
不要な湾曲が生じることが防止されている。このように、本実施態様の内視鏡挿入部では
、必要かつ適切な湾曲作動が可能となると共に内蔵物の損傷が防止されている。
【００１２】
　本発明の第２実施態様の内視鏡挿入部では、互いに当接される先端側平面部及び基端側
平面部は、操作ワイヤの長手方向に略直交しているため、長手方向に対して傾斜している
場合と比較して、当接時に互いにずれてしまうことが少なくなっている。このため、先端
側ワイヤガイド及び基端側ワイヤガイドの突っ張り棒としての機能が充分に確保される。
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【００１３】
　本発明の第３実施態様の内視鏡挿入部では、先端側係合部及び基端側係合部は当接時に
互いに係合されるため、先端側係合部及び基端側係合部が当接時に互いにずれてしまうこ
とが充分に防止されている。このため、先端側ワイヤガイド及び基端側ワイヤガイドの突
っ張り棒としての機能が十全に確保される。
【００１４】
　本発明の第４実施態様の内視鏡挿入部では、半田あるいは接着剤を用いて当接部を形成
しているため、別体的な部材をワイヤガイドに取り付けることにより当接部を形成する場
合と比較して、取り付けのための機構を省略することでき、当接部の大型化を回避するこ
とが可能となっている。
【００１５】
　本発明の第５実施態様の内視鏡挿入部では、ワイヤガイドの端部に当接部材を設けるこ
とにより当接部を形成しているため、複雑な形状の当接部を容易に形成することが可能と
なっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の第１実施形態を図１乃至図６Ｂを参照して説明する。
【００１７】
　図１を参照し、本実施形態の内視鏡１０は、体腔内に挿入される細長い挿入部１２を有
する。この挿入部１２は、先端硬質部１３と、湾曲作動される湾曲部１４と、長尺の可撓
管部１６を先端側から順に連結することにより形成されている。挿入部１２の基端部には
、操作者に把持操作される操作部１８が連結されている。この操作部１８の先端部には、
処置具を挿入するための処置具挿入口２０が配設されている。操作部１８の中間部は、操
作者に把持される把持部２２となっている。操作部１８の基端部には、湾曲部１４を湾曲
操作するための湾曲操作ノブ２４、挿入部１２の先端部から送気、送液を行うための送気
送液ボタン２６が配設されている。そして、操作部１８の基端部からユニバーサルケーブ
ル２８が延出されており、このユニバーサルケーブル２８によって内視鏡１０が光源装置
、ビデオプロセッサ、送気送液装置に接続される。
【００１８】
　図１乃至図３を参照し、湾曲部１４の湾曲機構を説明する。
【００１９】
　湾曲部１４では、略円筒状の多数の湾曲駒３０が互いに回動可能に共軸に並設されてい
る。即ち、各湾曲駒３０の両端面には湾曲駒３０の中心軸に対称に一対の舌片部が突設さ
れており、隣り合う両湾曲駒３０の一対の舌片部同士が重ね合わされてリベット止めによ
り回動可能に接続されている。隣り合う両湾曲駒３０間の回動方向は全ての両湾曲駒３０
間で共通しており、湾曲部１４は上下の二方向に湾曲可能である。なお、最先端の湾曲駒
３０は、先端硬質部１３を形成する先端硬質部材３２に連結されており、最基端の湾曲駒
３０は、可撓管部１６の先端部の接続リング３４に連結されている。
【００２０】
　挿入部１２には、湾曲部１４を上方向及び下方向に夫々湾曲作動させるための上方向操
作ワイヤ３６ａ及び下方向操作ワイヤ３６ｂが挿通されている。
【００２１】
　上方向操作ワイヤ３６ａの先端部は、最先端の湾曲駒３０に固定されている。上方向操
作ワイヤ３６ａは、湾曲部１４の先端側では、湾曲駒３０において概ね上の位置に形成さ
れているワイヤ挿通孔３８に挿通されガイドされている。そして、上方向操作ワイヤ３６
ａは、湾曲部１４の基端側では先端側ワイヤガイド４０ａに挿通されており、可撓管部１
６では基端側ワイヤガイド４０ｂに挿通されている。本実施形態では、先端側ワイヤガイ
ド４０ａ及び基端側ワイヤガイド４０ｂはコイルシースによって形成されている。代わっ
て、ワイヤガイド４０を樹脂チューブ等によって形成するようにしてもよい。そして、先
端側ワイヤガイド４０ａの先端部は、湾曲部１４の中間部の湾曲駒３０の内周面に固定さ
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れており、基端側ワイヤガイド４０ｂの先端部は、可撓管部１６の先端部の接続リング３
４の内周面に固定されている。
【００２２】
　先端側ワイヤガイド４０ａの基端部及び基端側ワイヤガイド４０ｂの先端部には、夫々
、先端側当接部及び基端側当接部として、上方向操作ワイヤ３６ａの長手方向に略直交し
ている先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂが配設されている。本実施形態では、
コイルシースの一部分に半田あるいは接着剤を付与して固化させ、この部分を切断して切
断面を平面処理することで、先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂを形成している
。接着剤としては、好ましくはエポキシ系接着剤が用いられる。先端側平面部４４ａ及び
基端側平面部４４ｂは、通常時は互いに極僅かだけ離間している（図２では、クリアラン
スを強調して描いている）。一方、先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂは、上方
向操作ワイヤ３６ａを後退操作した場合に、互いに当接されて先端側ワイヤガイド４０ａ
と基端側ワイヤガイド４０ｂとを連結する。この結果、先端側ワイヤガイド４０ａと基端
側ワイヤガイド４０ｂとは突っ張り棒として機能し、湾曲部１４の湾曲を規制するため、
湾曲部１４において、先端側ワイヤガイド４０ａの配置されている基端側では上方向への
湾曲作動は生じない。このように、上方向操作ワイヤ３６ａの後退操作により、湾曲部１
４は比較的小さな曲率半径で上方向に湾曲される。
【００２３】
　一方、下方向操作ワイヤ３６ｂの先端部も、最先端の湾曲駒３０に固定されている。こ
の下方向操作ワイヤ３６ｂは、湾曲部１４では、湾曲駒３０の概ね下の位置に形成されて
いるワイヤ挿通孔３８に挿通されている。そして、下方向操作ワイヤ３６ｂは、可撓管部
１６では、ワイヤガイド４０に挿通されている。本実施形態では、ワイヤガイド４０はコ
イルシースによって形成されている。ワイヤガイド４０の先端部は、可撓管部１６の先端
部の接続リング３４の内周面に固定されている。ここで、下方向操作ワイヤ３６ｂを後退
操作した場合には、上方向操作ワイヤ３６ａの先端側ワイヤガイド４０ａは、基端側ワイ
ヤガイド４０ｂに引っ張られることなく、先端側ワイヤガイド４０ａが固定されている湾
曲駒３０に追従して移動し、湾曲部１４の全体が下方向に湾曲作動される。このように、
下方向操作ワイヤ３６ｂの後退操作により、湾曲部１４は比較的大きな曲率半径で下方向
に湾曲される。
【００２４】
　以下、挿入部１２のその他の内蔵物について説明する。
【００２５】
　先端硬質部１３の先端面部には、照明レンズ４６がその先端面が露出するように組み込
まれており、照明レンズ４６の基端面には、照明光を伝達するライトガイド４８の先端部
が接続されている。このライトガイド４８は、挿入部１２、操作部１８、ユニバーサルケ
ーブル２８を挿通されて、光源装置に接続されるようになっており、光源装置からの照明
光がライトガイド４８を介して照明レンズ４６まで伝達される。
【００２６】
　また、先端硬質部１３の先端面部には、対物レンズ群５０がその先端面が露出するよう
に組み込まれており、対物レンズ群５０の基端面には、観察象を伝達するイメージガイド
５２の先端部が接続されている。このイメージガイド５２は、挿入部１２、操作部１８を
挿通されて、操作部１８内の撮像ユニットに接続されている。この撮像ユニットは、観察
像を撮像し、ユニバーサルケーブル２８に挿通されている信号線を介して、画像信号をビ
デオプロセッサに出力する。
【００２７】
　さらに、先端硬質部１３には、処置具チャンネル５４を形成するチャンネルチューブ５
６の先端部が固定されている。この処置具チャンネル５４は、挿入部１２、操作部１８を
挿通されて、操作部１８の処置具挿入口２０に接続されている。なお、処置具チャンネル
５４は、挿入部１２において送気送液用のチャンネルを兼ねている。即ち、操作部１８に
おいて、チャンネルチューブ５６は分岐されており、一方の分岐チューブは処置具挿入口
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２０に接続されており、他方の分岐チューブはユニバーサルケーブル２８を挿通されて、
送気送液装置に接続されるようになっている。
【００２８】
　ここで、湾曲部１４は、夫々異なった曲率半径で二方向に湾曲されるが、処置具チャン
ネル５４は、小さな曲率半径で湾曲される際に外側に配置されるように位置されている。
即ち、処置具チャンネル５４は、挿入部１２の横断面において下側に配置されている。こ
のため、湾曲部１４が小さな曲率半径で湾曲される際にも、処置具チャンネル５４の曲率
半径はそれほど小さくはならない。
【００２９】
　図４を参照し、処置具チャンネル５４と対物レンズ群５０とは、先端硬質部１３の横断
面において、湾曲方向に対して、処置具チャンネル５４の中心軸と対物レンズ群５０の中
心軸との間の距離が短くなるように配置されている。即ち、処置具チャンネル５４と対物
レンズ群５０とは、上下方向へと並設されておらず、処置具チャンネル５４の斜め上方に
対物レンズ群５０が配置されている。このため、処置具チャンネル５４からの処置具の突
出位置が対物レンズ群５０の中心軸により近づくこととなり、観察視野において処置具が
観察視野の中心により近づくこととなる。
【００３０】
　図５を参照し、可撓管部１６では、可撓管部１６の長手方向に所定距離だけ離間して、
内蔵物４８，５２，５６の捩れを規制する規制部材５８が配設されている。この規制部材
５８は、肉厚円筒形状の内周面に凹凸形状を形成した形態を有し、凹凸形状に内蔵物４８
，５２，５６が嵌り込むことで内蔵物４８，５２，５６の捩れが規制される。なお、可撓
管部１６の全長にわたって規制部材５８を設けるようにしてもよいし、内蔵物４８，５２
，５６側に凹凸形状を形成することにより、内蔵物４８，５２，５６の捩れを規制するよ
うにしてもよい。
【００３１】
　また、可撓管部１６の内径は、先端側から基端側へと徐々に大きくなっている。このた
め、可撓管部１６の基端側では、可撓管内において、可撓管内周面及び複数の内蔵物４８
，５２，５６間のクリアランスが大きくなっている。
【００３２】
　次に、本実施形態の内視鏡挿入部１２の作用について説明する。
【００３３】
　図６Ａを参照し、湾曲部１４を上方向に湾曲作動させる場合には、湾曲操作ノブ２４を
操作して、上方向操作ワイヤ３６ａを後退操作する。この結果、先端側ワイヤガイド４０
ａの先端側平面部４４ａが基端側ワイヤガイド４０ｂの基端側平面部４４ｂに当接されて
、両ワイヤガイド４０が連結される。上方向操作ワイヤ３６ａをさらに後退操作すると、
先端側ワイヤガイド４０ａと基端側ワイヤガイド４０ｂとが突っ張り棒として機能するた
め、湾曲部１４において、先端側ワイヤガイド４０ａの配置されている基端側では湾曲が
生じず、先端側ワイヤガイド４０ａの配置されていない先端側で湾曲が生じる。このよう
にして、湾曲部１４は、比較的小さな曲率半径で上方向に湾曲される。
【００３４】
　図６Ｂを参照し、湾曲部１４を下方向に湾曲作動させる場合には、湾曲操作ノブ２４を
操作し、下方向操作ワイヤ３６ｂを後退操作して、湾曲部１４の全体を下方向に湾曲作動
させる。この際、先端側ワイヤガイド４０ａは、基端側ワイヤガイド４０ｂに引っ張られ
ることなく、先端側ワイヤガイド４０ａが固定されている湾曲駒３０に追従して移動され
るため、先端側ワイヤガイド４０ａが湾曲部１４の中心軸に向かって移動してしまうこと
がない。このようにして、湾曲部１４は、比較的大きな曲率半径で下方向に湾曲される。
【００３５】
　なお、先端側ワイヤガイド４０ａは、挿入部１２内に押し込まれるような形態となって
おらず、先端側ワイヤガイド４０ａには押し込みに対する反発力は生じず、反発力によっ
て湾曲部１４に不要な湾曲が生じることはない。
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【００３６】
　湾曲部１４の湾曲作動時には、先端硬質部１３に先端部が組み付けられている複数の内
蔵物４８，５２，５６が挿入部１２内で挿入部１２の軸方向に進退される。ここで、可撓
管部１６の内径は、先端側から基端側へと徐々に大きくなっており、可撓管部１６の基端
側では、可撓管内周面及び複数の内蔵物４８，５２，５６間のクリアランスが大きくなっ
ているため、挿入部１２内での内蔵物４８，５２，５６の進退が円滑に行われる。また、
可撓管部１６では、規制部材５８によって内蔵物４８，５２，５６の捩れが規制されるた
め、進退操作において内蔵物４８，５２，５６に捩れが生じることが少なく、挿入部１２
内での内蔵物４８，５２，５６の進退がさらに円滑に行われる。
【００３７】
　内視鏡観察下、患部に処置を行う場合には、処置具５９を処置具挿入口２０に挿入し、
処置具チャンネル５４を挿通して、先端硬質部１３から処置具５９の先端部を突出させる
。ここで、湾曲部１４が上方向に湾曲される場合には、湾曲部１４の曲率半径は比較的小
さくなるが、処置具チャンネル５４は外側に配置されるため、処置具チャンネル５４の曲
率半径はそれほど小さくはならない。このため、処置具を湾曲部１４の基端側から先端側
へと円滑に挿通することができ、また、処置具５９を湾曲部１４に挿通している状態で湾
曲部１４を湾曲作動させる際にも、処置具５９に無理な力が負荷されない。
【００３８】
　そして、先端硬質部１３から処置具５９の先端部を突出させ、処置具５９と患部とを観
察しながら処置を行う。ここで、処置具チャンネル５４の内径は処置具５９の外径よりも
大きく、湾曲部１４が湾曲されている場合には、処置具５９の直線状に戻ろうとする力に
より、処置具５９は、挿入部１２の中心軸に平行には突出せず、斜めに突出することとな
る。湾曲部１４が下方向に湾曲され、処置具チャンネル５４が内側に配置された場合には
、処置具５９は処置具チャンネル５４よりも内側に配置されている対物レンズ群５０の観
察視野の中心へと接近するように突出される（図６Ｂ参照）。一方、湾曲部１４が上方向
に湾曲され、処置具チャンネル５４が外側に配置された場合には、処置具５９は対物レン
ズ群５０の観察視野の中心から離間するように突出される（図６Ａ参照）。湾曲方向に対
して、処置具チャンネル５４の中心軸と対物レンズ群５０の中心軸との間の距離は短くな
っており、処置具チャンネル５４からの処置具５９の突出位置は対物レンズ群５０の中心
軸に近くなっているため、処置具５９が対物レンズ群５０の観察視野の中心から離間する
ように突出される場合であっても、処置具５９は観察視野の中心から離れすぎることはな
い。
【００３９】
　従って、本実施形態の内視鏡挿入部１２は次の効果を奏する。
【００４０】
　本実施形態の内視鏡挿入部１２では、上方向操作ワイヤ３６ａを後退させて湾曲部１４
を湾曲させる場合には、先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂが互いに当接され、
先端側ワイガイド４０ａが突っ張り棒として機能して湾曲部１４の湾曲を規制している。
また、上方向操作ワイヤ３６ａが前進される場合には、先端側ワイヤガイド４０ａは基端
側ワイヤガイド４０ｂに引っ張られることなく移動されるため、先端側ワイガイド４０ａ
が湾曲部１４の中心軸に向かって移動されることが防止されている。さらに、先端側ワイ
ヤガイド４０ａは、挿入部１２内に押込まれるような形態となっておらず、先端側ワイヤ
ガイド４０ａに生じる押し込みに対する反発力によって湾曲部１４に不要な湾曲が生じる
ことが防止されている。このように、本実施態様の内視鏡挿入部１２では、必要かつ適切
な湾曲作動が可能となると共に、内蔵物４８，５２，５６の損傷が防止されている。
【００４１】
　また、互いに当接される先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂは、上方向操作ワ
イヤ３６ａの長手方向に略直交しているため、長手方向に対して傾斜している場合と比較
して、当接時に互いにずれてしまうことが少なくなっている。このため、先端側ワイヤガ
イド４０ａ及び基端側ワイヤガイド４０ａの突っ張り棒としての機能が充分に確保される
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。
【００４２】
　さらに、半田あるいは接着剤を用いて先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂを形
成しているため、別体的な部材を先端側ワイヤガイド４０ａ及び基端側ワイヤガイド４０
ｂに取り付けることにより形成する場合と比較して、取り付けのための機構を省略するこ
とでき、先端側平面部４４ａ及び基端側平面部４４ｂの大型化を回避することが可能とな
っている。
【００４３】
　特に、ワイヤガイド４０をコイルシースによって形成する場合には、コイルシースを単
に切断しただけでは、素線の切断部が露出されることとなるため、コイルシースの切断部
を当接部として用いることはできない。これに対して、コイルシースの一部分に半田ある
いは接着剤を付与して固化させ、この部分を切断して切断面を平面処理することで、最適
な当接部を得ることができる。
【００４４】
　加えて、可撓管部１６の内径は、先端側から基端側へと徐々に大きくなっており、可撓
管部１６の基端側では、可撓管内周面及び複数の内蔵物４８，５２，５６間のクリアラン
スが大きくなっている。また、可撓管部１６では、規制部材５８によって、内蔵物４８，
５２，５６に捩れが生じることが防止されている。このため、湾曲部１４の湾曲作動時に
は、挿入部１２内での内蔵物４８，５２，５６の進退を円滑に行うことが可能となってお
り、内蔵物４８，５２，５６同士の摩擦や内蔵物４８，５２，５６の折れ等が回避され、
湾曲作動時における内蔵物４８，５２，５６の損傷が防止されている。
【００４５】
　そしてまた、処置具チャンネル５４は、湾曲部１４が小さな曲率半径で湾曲される際に
外側に配置され、処置具チャンネル５４の曲率半径がそれほど小さくはならないようにな
っている。このため、湾曲部１４の湾曲時において、処置具５９を円滑に挿通することが
でき、また、処置具５９に無理な力が負荷されないようになっている。
【００４６】
　加えてまた、湾曲方向に対して、処置具チャンネル５４の中心軸と対物レンズ群５０の
中心軸との間の距離が短くなっている。湾曲部１４が湾曲され、処置具チャンネル５４が
外側に配置された場合には、処置具５９は対物レンズ群５０の観察視野の中心から離間す
るように突出されることとなるが、処置具チャンネル５４からの処置具５９の突出位置は
対物レンズ群５０の中心軸に近くなっているため、処置具５９が観察視野の中心から離れ
すぎることはない。従って、処置具５９を確実に視認することが可能となっている。
【００４７】
　本実施形態では、湾曲部１４が小さな曲率半径で湾曲される際に、処置具チャンネル５
４が外側に配置されるようにして、処置具チャンネル５４の曲率半径がそれほど小さくな
らないようにしている。代わって、湾曲部１４が小さな曲率半径で湾曲される際に、イメ
ージガイド５２が外側に配置されるようにして、イメージガイド５２の曲率半径がそれほ
ど小さくならないようにしてもよい。この場合には、湾曲作動により比較的損傷しやすく
、損傷によりその機能が劣化しやすいイメージガイド５２を適切に保護することが可能と
なる。
【００４８】
　図７は、本発明の第２実施形態を示す。第１実施形態と同様な機能を有する構成には、
同一の参照符号を付して説明を省略する。
【００４９】
　本実施形態では、先端側当接部及び基端側当接部として、互いに当接係合される先端側
係合部６０ａ及び基端側係合部６０ｂを用いている。これら先端側係合部６０ａ及び基端
側係合部６０ｂは、先端側ワイヤガイド４０ａの基端部及び基端側ワイヤガイド４０ｂの
先端部に、夫々、先端側当接部材及び基端側当接部材としての略円筒形状の先端側係合部
材６２ａ及び基端側係合部材６２ｂを外挿固定することにより形成されている。先端側係
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合部６０ａの基端部は半円状の凸形状をなし、基端側係合部６０ｂの先端部は半円状の凹
形状をなしている。そして、上方向操作ワイヤ３６ａが後退操作される場合には、凸形状
と凹形状とが互いに当接係合されて、両ワイヤガイド４０ａ，４０ｂが連結される。
【００５０】
　従って、本実施形態の内視鏡挿入部１２は次の効果を奏する。
【００５１】
　本実施形態の内視鏡挿入部１２では、先端側係合部６０ａ及び基端側係合部６０ｂは当
接時に互いに係合されるため、先端側係合部６０ａ及び基端側係合部６０ｂが当接時に互
いにずれてしまうことが充分に防止されている。このため、先端側ワイヤガイド４０ａ及
び基端側ワイヤガイド４０ｂの突っ張り棒としての機能が十全に確保される。
【００５２】
　また、先端側ワイヤガイド４０ａ及び基端側ワイヤガイド４０ｂの端部に、夫々、先端
側係合部材６２ａ及び基端側係合部材６２ｂを設けることにより先端側係合部６０ａ及び
基端側係合部６０ｂを形成しているため、複雑な形状の先端側係合部６０ａ及び基端側係
合部６０ｂを容易に形成することが可能となっている。
【００５３】
　図８は、本発明の第２実施形態の変形例を示す。本変形例では、先端側係合部６０ａの
基端部は三角形状の凸形状をなし、基端側係合部６０ｂの先端部は三角形状の凹形状をな
している。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の第１実施形態の内視鏡を示す斜視図。
【図２】本発明の第１実施形態の内視鏡の挿入部を示す縦断面図。
【図３】本発明の第１実施形態の内視鏡の挿入部の観察光学系を示す縦断面図。
【図４】本発明の第１実施形態の内視鏡の挿入部の先端硬質部を示す正面図。
【図５】本発明の第１実施形態の内視鏡の挿入部の可撓管部を示す横断面図。
【図６Ａ】本発明の第１実施形態の内視鏡の湾曲部の比較的小さな曲率半径での湾曲作動
を示す模式図。
【図６Ｂ】本発明の第１実施形態の内視鏡の湾曲部の比較的大きな曲率半径での湾曲作動
を示す模式図。
【図７】本発明の第２実施形態の内視鏡の先端側ワイヤガイド及び基端側ワイヤガイドを
示す縦断面図。
【図８】本発明の第２実施形態の変形例の内視鏡の先端側ワイヤガイド及び基端側ワイヤ
ガイドを示す縦断面図。
【符号の説明】
【００５５】
　１２…挿入部、１４…湾曲部、１６…可撓管部、３６ａ…操作ワイヤ、４０ａ…先端側
ワイヤガイド、４０ｂ…基端側ワイヤガイド、４４ａ；６０ａ…先端側当接部、４４ｂ；
６０ｂ…基端側当接部。
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